
○ 本地域は、館林市の南西部に位置しており標高20ｍの平坦地である。水田中
心の二毛作地帯で、用水を利根川から利根加用水を経て取り入れている。

○ 大正元年から、耕地整理組合による耕地整理が行われたが、10a規模の水田
のままであり、耕作者の高齢化も進んでいることから、今後の水路や農道の管
理に対応していくため、本事業を取組むこととなった。

（地区概要）

取組内容 取組の効果

野辺地域資源保全会 館林市・平地的農業地域

• 長寿会や育成会との連携による景観形成
活動を実施している。

• 役員を中心に話合いを行い、耕作者の高
齢化や施設の老朽化といった課題を地域
で共有し、市農業振興課や県農村整備セ
ンター等の関係機関と意見交換を実施し
た。

• 長寿会や育成会と景観形成活動を実施
しており、農業に関心が無かったよう
な子供や非農家が参加するようになっ
た。

• 農地維持活動や共同活動を通じて、地
域の将来を皆で考え、課題を共有する
ようになり、その解決策として、ほ場
整備事業を推進していくこととなった。

【地区概要】

・取組面積 72ha（田45ha、畑27ha）

・資源量 水路 10.5km
農道 19.9km

・主な構成員 農業者、長寿会、育成会

・交付金 （農地/共同） 281万円
（長寿命化） 200万円

□子供の参画 □女性の参画

□学校と連携 □地域交流

□遊休農地解消 □環境保全

□ 広報 □ 参加率

□ 事務 □ 工事

✔

推薦項目

✔

✔

✔

遊休農地の解消・発生防止 景観形成活動 ほ場整備事業推進協議会

の べ

✔

✔


